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【歴史&宗教 No033】 『光源』さんのこと  

 

お名前は矢野光夫さん、山伏名は「光源」と名付けられました。出羽三山山伏修行二十度位の満願

を達成した方です。私にも人生の師と思っている人は何人かおりますが、――心の有り様の問題を考

える時、ふと浮かぶのが尊敬する一人の矢野光夫さんです。図－1 のとおりです。とにかく、好奇心

旺盛、日々自己研鑽の努力のお方です。 

 

 

矢野さんは、山形県の内陸部（山形）と日本海側・庄内地方（鶴岡）とを結ぶ「旧六十里越街道」

の中興の祖でもあります。矢野さんとはこの同街道ウォーク・イベントを通じて知り合いました。も

ちろん「ほら貝」を吹きます。難行苦行を自慢するような言葉・口調は一言も聞いたことはありませ

ん、これ以前から存じ上げておりましたが、このような修行についてはこの新聞報道を見て初めて知

りました。矢野さんの話を聞いていると私のスルーハイクで湧き上がる信条・心情とどこか交錯する

処を感じています。しかし、大きく違う所があります。私は気ままな放縦の旅なのに対して、矢野さ

んは、次のような制約の中で、自分を見詰めるという明確な精神修養の目的を持って自ら飛び込んだ

のです。毎年過酷な７日間、これを二十度達成まで続けたのです。 

・1「秋の峰入り」という出羽三山公式の山伏修行である。 

・2厳格な儀式と所作を伴う。 

・3荒行（堂籠りの南蛮燻し、長時間の勤行、山駆け他）を実践する。 

・4集団儀式であり個人の我が儘勝手は許されない。 

・5時間工程（スケジュール）が決められている。 

 

ところで、その「秋の峰入り」修行には、同社最高位の宮司も権禰宜も同行するとのことです。 

図－1 
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矢野さんに接していますと、三現主義――“1現
．
場・2現

．
物・3現

．
実”の三つの“現”を重じ、机上の知識

偏重ではなく、実際に現
．
場で現

．
物を観察して、現

．
実を見極めた上で、しかし今に堕して拘泥・執着す

ることなく、もの
．．

・こと
．．

を理想へ引き上げて行くという考え方――が身に染みているお方と感じてい

ます。空理空論を振り回しません。しゃべり方はとても温厚です。私のようにガサツな一面は皆無で

あります。今も修験の道に係る探求心旺盛であられます。矢野さんから少しでも学んで有意義な人生

にしたく念じています。 

図－２ 
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この写真のような山伏修行の正装姿をこの肉眼でお目にかかり、記念写真を撮りたいと念願してい

ます。矢野光夫さんの山伏修行 20 度位満願達成に祝意を表して、私が贈った「秋の峰入り満願賛歌」

を記載します。矢野さんの心を想像しつつ私のバーチャルリアリティの世界を溶かし込んで――私も

このような山伏になれたらいいな・・・というが夢と願望を込めて創作した７・５調の和讃と短歌の

組み合わせです。矢野さんの思いとはずれているかもしれません！ 私の勝手想像です。 
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三、松尾芭蕉も駆け抜けた 中興の祖師天宥
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四、出羽
で わ

三山
さんざん

の秋の峰 古修験道
こしゅげんどう

の二十度位 
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 私が共鳴する人間は、「探求心・好奇心」の旺盛な人です。そのような性格の人は発展性があって、

自由自在、融通無碍の世界観を醸し出してくれます。単なる時節柄の社会問題評論家に拘泥しないの

です。 

 今の自分に拘泥し、“俺の信念はこうだ”などと凝り固まった性格の人とは付き合わなくてもよい。

そういう人は楽しくない、おもしろくないのです。 

 

 実は密かな希望があって、何時か、矢野さんの山伏正装姿と一緒に写真を撮りたいと思っていま

す。 

（end） 


